
住
宅
都
市
に
農
が
生
き
て

い
る
街

　
日
差
し
が
暖
か
な
昼
下
が
り
、
二
三
男

く
ん
は
23
区
を
一
気
に
縦
断
し
、
練
馬
区

を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
都
心
の
光
景
は
、

70
年
前
か
ら
や
っ
て
き
た
二
三
男
く
ん
に

と
っ
て
は
驚
き
ば
か
り
。
高
層
ビ
ル
が
林

立
し
、
大
勢
の
人
た
ち
が
ひ
し
め
き
合
う

街
の
風
景
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
練
馬
区
に
入
っ
て
か
ら

二
三
男
く
ん
は
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　「
畑
が
あ
る
！
」

　
こ
こ
に
は
、
み
ど
り
豊
か
な
住
宅
地
に

都
市
生
活
と
融
合
し
た
生
き
た
農
業
が
存

在
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
農
家
の
方

が
野
菜
を
育
て
て
い
ま
し
た
。

　
と
あ
る
駅
前
で
、
二
三
男
く
ん
は
人
だ

か
り
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
お

し
ゃ
れ
な
テ
ン
ト
の
下
で
た
く
さ
ん
の
み

ず
み
ず
し
い
野
菜
や
お
花
が
売
ら
れ
て
い

ま
す
。

　「
こ
こ
の
野
菜
は
、
ど
こ
で
採
れ
た
ん

で
す
か
」

　
二
三
男
く
ん
が
尋
ね
る
と
、
販
売
員
さ

ん
は
「
こ
こ
で
す
よ
。
練
馬
産
の
採
れ
た

て
野
菜
で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
近
代
的

な
都
会
に
ま
だ
農
地
が
残
っ
て
い
る
。

二
三
男
く
ん
は
俄
然
、
こ
の
練
馬
区
に
興

味
が
湧
き
ま
し
た
。

み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち

ビ
ジ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
素
案
）、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
構
想
（
素
案
）

　
練
馬
区
役
所
を
訪
れ
た
二
三
男
く
ん
は

さ
っ
そ
く
、
区
政
資
料
が
集
ま
っ
て
い
る

「
区
民
情
報
ひ
ろ
ば
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　「
ソ
ー
ゴ
ー
セ
ン
リ
ャ
ク
っ
て
の
を
読

み
た
い
ん
で
す
が
！
」

　
窓
口
の
職
員
は
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ

て
、
「
地
方
版
総
合
戦
略
の
こ
と
で
す

ね
。
そ
の
ま
ま
の
名
前
の
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

計
画
は
あ
り
ま
す
よ
」
と
、
二
三
男
く
ん

に
１
冊
の
冊
子
を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

『
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
素
案
）
』
で
、

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
12
月
に
公
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
職
員
は
「
で
き
た
ば
か
り
で
す
。
今
年

度
中
に
成
案
に
な
る
予
定
で
す
よ
」
と
ほ

ほ
笑
み
ま
し
た
。

　
区
は
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月
に
、

基
本
計
画
で
あ
る
「
み
ど
り
の
風
吹
く
ま

ち
ビ
ジ
ョ
ン
」、
同
年
６
月
に
、
実
施
計

画
で
あ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
合
わ
せ
て
、
練
馬
区
の

地
方
版
総
合
戦
略
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

将
来
像
を
共
有
す
る
「
新
し
い
自
治
」

区
民
と
の
協
働
で
未
来
を
つ
く
る

冊
子
を
右
か
ら
め
く
る
と
、
「暮
ら
し
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

9
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今
回
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
の
進
捗
状
況
や
社
会
経
済
情
勢
、
区

民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
、
新
た
に
策

定
し
た
も
の
で
、
計
画
期
間
は
２
０
１
８

（
平
成
30
）
年
度
か
ら
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
度
で
す
。

　
職
員
は
、『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想

（
素
案
）』
も
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ

ち
ら
は
、
来
年
度
中
に
成
案
に
な
る
予
定

で
す
」

　
区
は
、
目
指
す
将
来
像
を
区
民
の
皆
さ

ま
と
共
有
し
な
が
ら
、
様
々
な
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
で
は
、
お

お
む
ね
10
年
後
か
ら
30
年
後
の
将
来
像

が
、「
暮
ら
し
」「
都
市
」「
区
民
参
加
と

協
働
」
の
三
つ
の
分
野
か
ら
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る
行
政
計
画
で
は
な
い
た

め
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

取
組
や
事
業
は
、「
み
ど
り
の
風
吹
く
ま

ち
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

で
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
さ
っ
そ
く
、
２
冊
の
冊

子
を
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

練
馬
の
未
来
を
描
く

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

　
ま
ず
は『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想（
素

案
）』
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
右
か
ら
め
く
っ
て
み
る
と
、
暮
ら
し
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。「
子
育
て
」「
高
齢
者
福
祉
」「
障
害

者
福
祉
」「
生
活
福
祉
」「
健
康
づ
く
り
」「
文

化
芸
術
」「
み
ど
り
」「
都
市
農
業
」
の
８

つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
10
年
後
の
暮
ら
し

の
姿
が
、
区
民
の
物
語
と
し
て
描
か
れ
て

い
て
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
「
区
の
基
本
姿

勢
」
と
「
取
組
の
方
向
性
」
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
、「
区
民
の
物
語
」
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
行
政
が
示
す
「
将

来
像
」
と
い
え
ば
、
難
し
い
文
章
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
物
語
な
の
で
読
み
や
す
い

で
す
し
、
日
々
の
暮
ら
し
と
重
ね
合
わ
せ

て
未
来
の
暮
ら
し
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
テ
ー
マ
ご
と
に
、
区
が
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
見
開
き
１
ペ
ー
ジ
で
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
次
に
、
左
か
ら
め
く
っ
て
み
る
と
、
都

市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
す
。「
魅
力

に
あ
ふ
れ
利
便
性
に
富
ん
だ
駅
前
と
周
辺

の
ま
ち
」「
み
ど
り
豊
か
で
快
適
な
空
間

を
演
出
す
る
道
路
」「
生
き
た
農
と
共
存

す
る
ま
ち
」「
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
中
で
多

彩
な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
ま
ち
」
と
い
う

４
つ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、
30
年
後
の
ま
ち

の
将
来
像
が
、
ま
ち
の
鳥
瞰
図
と
４
つ
の

具
体
的
な
ま
ち
の
絵
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
例
え
ば
、「
生
き
た
農
と
共
存
す
る
ま

ち
」
で
は
、
人
の
目
線
か
ら
見
た
「
農
の

あ
る
風
景
」「
農
と
の
ふ
れ
あ
い
（
果
樹

あ
る
フ
ァ
ー
ム
な
ど
）」「
地
場
農
産
物
の

マ
ル
シ
ェ
」「
農
と
共
存
す
る
住
宅
地
」

の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
場
農
産
物
の
マ
ル
シ
ェ
」
を
見
て
、

二
三
男
く
ん
は
思
わ
ず
、「
あ
っ
！
」
と

叫
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
二
三
男
く
ん
が

見
た
駅
前
で
の
農
産
物
の
販
売
は
、
こ
の

マ
ル
シ
ェ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
２
つ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

に
挟
ま
れ
た
ペ
ー
ジ
に
は
、
区
民
参
加
と

協
働
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。「
暮
ら
し
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
と
「
都
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

で
示
し
た
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、区
民
参
加
と
協
働
を
根
幹
に
据
え
て
、

ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
両
面
に
わ
た
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。「
練
馬
な
ら
で
は
の
新
た
な
自
治
の

創
造
」
を
目
指
し
、地
域
の
現
状
と
課
題
、

そ
し
て
地
域
の
現
場
で
生
ま
れ
始
め
た
、

協
働
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
区
民
や
団

体
と
区
が
協
働
し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
手
探
り
で
進
め
て
い
く
た
め
の
方
策
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
多
い
ま
ち

 

で
は
、『
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ
ョ

ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
素
案
）』
を

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。こ
こ
で
は
最
初
に
、

練
馬
区
の
将
来
人
口
推
計
と
具
体
的
な
取

二三男くんの未来日記

冊
子
を
左
か
ら
め
く
る
と

「都
市
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
練
馬
区
の
人
口
を
２
０
０
８
（
平
成

20
）
年
以
降
で
見
て
み
る
と
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
か
ら
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
ま
で
は
停
滞
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
以
降
、
増
加
ペ
ー
ス
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
し

た
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年

と
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年

を
比
較
す
る

と
、
わ
ず
か

２
年
の
間
に

約
９
千
人
も

増
加
し
て
い

ま
す
。

　
周
辺
自
治

体
と
の
比
較

を

見

る

と
、

総
世
帯
に
占

め
る
「
15
歳

未
満
世
帯
員

の
い
る
割
合
」

の
比
率
は
16
・

５
％
で
、
周
辺
自
治
体
と
比
べ
て
練
馬
区

が
子
育
て
世
帯
の
多
い
自
治
体
だ
と
言
え

ま
す
。

　
今
後
30
年
間
の
将
来
推
計
人
口
を
見
る

と
、

総
人
口
は
今
か
ら
10
年
後
の

２
０
２
７
（
平
成
39
）
年
頃
に
約

73
万
９
０
０
０
人
に
達
し
、
そ
の
後
、

減

少
に
転
じ
ま
す
。
30
年
後
の
２
０
４
７

（
平
成
59
）
年
に
は
72
万
７
０
０
０
人
ま

で
減
少
し
ま
す
。

人

口

で

は

２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
を
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、
注

目
す
べ
き
は
年
齢

構
成
で
す
。

　
年
少
人
口
、
生
産
年
齢
人
口
の
比
率
が

下
が
り
、
高
齢
者
人
口
、
後
期
高
齢
は
人

口
の
比
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
時
点
で
は
一
人

の
高
齢
者
を
現
役
世
代（
生
産
年
齢
人
口
）

３
人
で
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
30
年
後
の

２
０
４
７
（
平
成
59
）
年
に
は
現
役
世
代

２
人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

ね
り
マ
ル
シ
ェ

　
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
、
18
の
戦
略

計
画
と
そ
れ
に
基
づ
い

た
具
体
的
な
取
り
組
み

が
網
羅
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
二
三
男
く
ん
が
ま
ず

目
を
付
け
た
の
は
、「
練

馬
の
都
市
農
業
の
特
色

を
活
か
し
た
魅
力
の
発

信
」
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
ね
り
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
・
支
援
」で
し
た
。「
マ

ル
シ
ェ
」
で
は
、
旬
の

練
馬
産
農
産
物
を
農
業

者
自
ら
が
販
売
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
か

ら
直
接
買
う
こ
と
の
で
き
る
安
心
感
や
、

食
材
に
関
し
て
生
産
者
と
直
接
話
が
で
き

■区の将来推計人口

生産者が旬の農産物

を販売するねりマル

シェ
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り
組
み
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
練
馬
区
の
人
口
を
２
０
０
８
（
平
成

20
）
年
以
降
で
見
て
み
る
と
、
２
０
１
０

（
平
成
22
）
年
か
ら
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
ま
で
は
停
滞
し
ま
し
た
が
、
２
０
１
４

（
平
成
26
）
年
以
降
、
増
加
ペ
ー
ス
が
加

速
し
て
い
ま
す
。
前
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
し

た
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年

と
２
０
１
７

（
平
成
29
）
年

を
比
較
す
る

と
、
わ
ず
か

２
年
の
間
に

約
９
千
人
も

増
加
し
て
い

ま
す
。

　
周
辺
自
治

体
と
の
比
較

を

見

る

と
、

総
世
帯
に
占

め
る
「
15
歳

未
満
世
帯
員

の
い
る
割
合
」

の
比
率
は
16
・

５
％
で
、
周
辺
自
治
体
と
比
べ
て
練
馬
区

が
子
育
て
世
帯
の
多
い
自
治
体
だ
と
言
え

ま
す
。

　
今
後
30
年
間
の
将
来
推
計
人
口
を
見
る

と
、

総
人
口
は
今
か
ら
10
年
後
の

２
０
２
７
（
平
成
39
）
年
頃
に
約

73
万
９
０
０
０
人
に
達
し
、
そ
の
後
、

減

少
に
転
じ
ま
す
。
30
年
後
の
２
０
４
７

（
平
成
59
）
年
に
は
72
万
７
０
０
０
人
ま

で
減
少
し
ま
す
。

人

口

で

は

２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
を
上
回
っ

て
い
ま
す
が
、
注

目
す
べ
き
は
年
齢

構
成
で
す
。

　
年
少
人
口
、
生
産
年
齢
人
口
の
比
率
が

下
が
り
、
高
齢
者
人
口
、
後
期
高
齢
は
人

口
の
比
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
時
点
で
は
一
人

の
高
齢
者
を
現
役
世
代（
生
産
年
齢
人
口
）

３
人
で
支
え
て
い
ま
し
た
が
、
30
年
後
の

２
０
４
７
（
平
成
59
）
年
に
は
現
役
世
代

２
人
で
一
人
の
高
齢
者
を
支
え
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

ね
り
マ
ル
シ
ェ

　
で
は
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
、
18
の
戦
略

計
画
と
そ
れ
に
基
づ
い

た
具
体
的
な
取
り
組
み

が
網
羅
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
二
三
男
く
ん
が
ま
ず

目
を
付
け
た
の
は
、「
練

馬
の
都
市
農
業
の
特
色

を
活
か
し
た
魅
力
の
発

信
」
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
ね
り
マ
ル
シ
ェ
の
開

催
・
支
援
」で
し
た
。「
マ

ル
シ
ェ
」
で
は
、
旬
の

練
馬
産
農
産
物
を
農
業

者
自
ら
が
販
売
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
か

ら
直
接
買
う
こ
と
の
で
き
る
安
心
感
や
、

食
材
に
関
し
て
生
産
者
と
直
接
話
が
で
き

■区の将来推計人口

生産者が旬の農産物

を販売するねりマル

シェ
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１
万
人
が
踊
る

東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り

　
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
高
円
寺
駅
南
口
に
は
、

昔
な
が
ら
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の
商
店
街
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
を
、
学
ラ
ン
姿
の
二
三
男

く
ん
が
物
珍
し
そ
う
に
ア
ー
ケ
ー
ド
を
見

上
げ
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も

大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
う
商
店
街
で
す

が
、
今
日
は
一
際
、
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
笛
や
三
味
線
、
太
鼓
な
ど

の
鳴
り
物
に
合
わ
せ
て
、
編
み
笠
を
被
っ

た
踊
り
子
た
ち
が
現
れ
ま
し
た
。
二
三
男

く
ん
は
下
町
生
ま
れ
の
江
戸
っ
子
で
す
か

ら
、
つ
い
つ
い
踊
り
出
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

　「
ヤ
ッ
ト
サ
ー
、ア
、ヤ
ッ
ト
ヤ
ッ
ト
…
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
東
京
高
円
寺
阿
波
お

ど
り
の
会
場
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
お
祭
り
は
、
約
60
年
前
か

ら
始
ま
り
、
今
で
は
約
１
万
人
が
踊
る
晩

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
こ
ん
な
賑
や
か
な
街
は
大
好
き
だ
。

ど
ん
な
自
治
体
な
の
か
、調
べ
て
み
よ
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
小
躍
り
し

な
が
ら
、
南
阿
佐
ヶ
谷
に
あ
る
杉
並
区
役

所
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

着
実
に
進
行
す
る

少
子
高
齢
化

　
踊
り
で
興
奮
し
た
表
情
の
二
三
男
く
ん

で
し
た
が
、
区
役
所
の
職
員
は
苦
笑
い
し

な
が
ら
も
、
区
政
資
料
室
に
案
内
し
て
く

れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
、二
三
男
く
ん
は
、

資
料
の
棚
か
ら『
杉
並
区
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』

と
『
杉
並
区
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
』
を
取
り
出
し
、
読
み
始
め
ま

し
た
。

　
ま
ず
は
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
す
。
　

　
杉
並
区
の
人
口
は
、
戦
後
、
増
加
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
７
５
（
昭
和
50
）

年
を
ピ
ー
ク
（
約
53
万
９
千
人
）
に
減
少

へ
転
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
７
（
平

成
９
）
年
を
底
（
約
51
万
２
千
人
）
に
再

び
増
加
に
転
じ
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）

年
に
は
過
去
最
高
の
約
55
万
９
千
人
に
達

し
ま
し
た
。

　
人
口
構
造
（
日
本
人
の
み
）
は
、
年
少

人
口
（
０
～
14
歳
）
が
１
９
７
０
（
昭
和

45
）
年
の
18
・
８
％
か
ら
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
に
は
10
・
５
％
へ
、
高
齢
者
人

口
（
65
歳
以
上
）
は
１
９
７
０
（
昭
和

45
）
年
の
６
・
３
％
か
ら
２
０
１
７
（
平

成
29
）
年
に
は
21
・
５
％
へ
と
変
化
し
て

お
り
、
少
子
高
齢
化
は
着
実
に
進
行
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
の
将
来
推
計
で
は
、
区
の

人
口
は
２
０
６
０
（
平
成
72
）
年
に
は
約

46
万
５
千
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
と
も

に
、
人
口
構
造
は
年
少
人
口
が
10
・
０
％

へ
、
高
齢
者
人
口
は
27
・
８
％
に
変
化
し

て
い
く
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

人
口
増
加
の
主
な
要
因
は

転
入
超
過

　
杉
並
区
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
の
０
・
71
を
底

に
上
昇
に
転
じ
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）

年
に
は
１
・
03
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
区
の
人
口
が
増
加
し
て
い
る
主
な
要

因
は
、
転
入
超
過
に
よ
る
も
の
で
す
。
特

に
若
年
層
で
転
入
が
転
出
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
全
体
で
人
口
減
少
が
進

め
ば
、
区
に
転
入
し
て
く
る
若
年
層
も
減

少
し
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
後
、
仮
に
合
計
特
殊
出
生
率
が

ま
ち
と
ま
ち
が
つ
な
が
り
、
双
方
が
豊
か
に

自
治
体
間
連
携
で
生
み
出
す
新
た
な
選
択
肢

る
こ
と
な
ど
が
魅
力
で
す
。
区
は
、
農
業

者
な
ど
が
実
施
す
る
魅
力
あ
る
「
マ
ル

シ
ェ
」
を
「
ね
り
マ
ル
シ
ェ
」
と
し
て
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
練
馬
区
で
は
、
区
主
催
だ
け
で
な
く
、

農
業
者
と
商
業
者
主
催
の
マ
ル
シ
ェ
も
た

く
さ
ん
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
の
農

業
者
や
商
業
者
で
開
催
し
た
り
、
平
日
の

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
開
催
し
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な
コ
ン
セ

プ
ト
の
マ
ル
シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の

人
た
ち
と
の
交
流
が
進
ん
で
い
る
の
で

す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
た

め
、
西
武
鉄
道
が
主
催
し
て
石
神
井
公
園

駅
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
練
馬
区
は
生
き
た
農
業
と
都
市
生
活
が

融
合
す
る
世
界
で
も
希
有
な
都
市
で
す
。

こ
の
よ
う
な
都
市
の
魅
力
と
可
能
性
を
世

界
に
発
信
し
、
都
市
農
業
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
、
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
に
都
市
農
業
に
つ
い
て
特
徴
的
・

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
都
市

を
招
聘
し
、
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

み
ど
り
の
区
民
会
議

　
二
三
男
く
ん
が
も
う
一
つ
注
目
し
た
の

が
、「
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
「
み
ど
り
の
区
民

会
議
（
区
民
協
働
に
よ
る
み
ど
り
の
保
全

創
出
）」
で
す
。

　
練
馬
区
が
誇
る
み
ど
り
は
、
区
民
生
活

に
潤
い
や
豊
か
さ
を
与
え
る
も
の
で
あ
る

一
方
、
日
照
阻
害
、
枝
葉
の
張
り
出
し
や

落
葉
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

み
ど
り
の
多
く
を
占
め
る
民
有
地
の
み
ど

り
を
個
人
で
守
っ
て
い
く
に
も
限
界
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
練
馬

の
み
ど
り
を
区
民
の
財
産
と
し
て
将
来
に

わ
た
り
守
り
育
て
て
い
く
た
め
の
方
策
を

区
民
参
加
で
考
え
、
具
体
的
な
行
動
に
つ

な
げ
る
た
め
、
区
は
２
０
１
６
（
平
成

28
）
年
10
月
に
「
み
ど
り
の
区
民
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
区
民
会
議
の
委
員
26
人
は
、
様
々
な
立

場
の
区
民
や
地
域
活
動
団
体
、
事
業
者
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
は
、
区
民
会
議

で
の
討
議
内
容
や
意
見
を
踏
ま
え
、
み
ど

り
の
管
理
の
あ
り
方
を
ま
と
め
、
地
域
で

み
ど
り
を
守
り
育
て
る
新
し
い
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
こ
れ
ぞ
、
区
民
参
加

と
協
働
を
掲
げ
る
練
馬
区
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
だ
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

区
民
参
加
と
協
働
を
根
幹

に
据
え
て

　『
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
（
素
案
）』

と
『
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち
ビ
ジ
ョ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
素
案
）』
の
２
冊

を
読
ん
で
、
二
三
男
く
ん
は
、
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
で
区
民
と
共
有
し
た
将
来
像

を
、
区
民
参
加
と
協
働
を
根
幹
に
据
え
て

実
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
区
の
基
本
姿
勢

を
学
び
ま
し
た
。

　「
練
馬
区
は
都
心
か
ら
近
く
て
、
便
利

な
街
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
農
地
や
み
ど

り
が
共
存
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
住
み
や

す
い
街
と
し
て
子
育
て
世
帯
が
た
く
さ
ん

住
ん
で
い
る
。
農
地
や
み
ど
り
は
区
が
た

だ
守
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
て
、

区
民
や
生
産
者
、
事
業
者
が
手
を
携
え
て
、

守
り
、育
ん
で
い
る
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
、

行
政
が
ま
ち
の
将
来
像
を
区
民
と
共
有

し
、
未
来
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
し
て
い

る
か
ら
だ
。
こ
れ
か
ら
区
が
育
む
『
新

し
い
自
治
』
の
行
方
が
楽
し
み
だ
」

　
二
三
男
く
ん
は
、
練
馬
区
の
未
来
に
希

望
を
抱
き
な
が
ら
、
再
び
マ
ル
シ
ェ
に
買

い
物
に
出
掛
け
ま
し
た
。

二三男くんの未来日記

区
民
参
加
で
み
ど
り
を
守
る
方
策
を
考

え
る

「み
ど
り
の
区
民
会
議
」

取材協力／練馬区
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